
 

 

令和５年４月１日  

 

令和５年度  会計課の運営方針  

 

 

会計管理者  加  藤  政  幸   

 

 令和５年３月 31 日に，市長より示された「令和５年度市政運営の基本方針」を

踏まえ，運営方針を以下のとおり策定しましたので，両方針に基づき，目標を設定

して，本年度業務を遂行してください。 

 

１ 施政方針を踏まえた対応                      

① 「市政運営にあたっての基本姿勢」に示されている“未来につながる持続可能

な行財政運営”の実現に向け，脱炭素の視点を常に意識するとともに，デジ

タル化の推進に積極的に取り組むこと。 

② 「令和５年度の主な取組」として掲げられた各取組が着実に執行されるよう，

確実かつ適切な会計処理を遂行すること。 

 

２ 『国分寺市総合ビジョン』等を踏まえた方針             

① 総合ビジョンに位置付けている各施策，特に大きな支出を要する事業がスケ

ジュールどおり進展するよう，事前の調整をしっかりと行い，適切な資金計画

をもって対応すること。 

② 急速な社会情勢の変化への対応を図るとともに，既成概念にとらわれずに業

務効率を追求し，効果的な業務改革の推進に取り組むこと。 

 



３ 適正な事務執行の確保に向けた方針              

① 事務執行にあたっては，改善の視点を常に持ち，当該業務の本質やポイント

を把握し，適正かつ効果的・効率的な工夫を行うこと。 

② 社会情勢の変化に伴い発生する課題等については，情報収集をしっかり行

い，速やかに必要な対応を図ること。 

③ 根拠となる規則等の条文を改めて確認し，これを遵守し，事務を執行するこ

と。 

④ 庁内各部署との適切な連携が図られるよう，まずは，課内で情報共有，課

題の把握や解決に向けた検討を行うための定例的な打ち合わせの場を確保

すること。 

⑤ 適切なスケジュール管理を行うとともに，特定の職員に業務が集中することが

ないよう，業務の平準化とワークライフバランスの推進を図ること。 

 

４ 職員の人材育成に向けた方針                  

① 市の収入・支出を把握する課の一員であることを鑑み，財務に関する視点を

十分に意識して業務にあたること。 

② ベテラン職員が蓄積した専門的なノウハウの継承を計画的に行うこと。 

③ 急激に進展する金融や経理部門のデジタル化に対して，知識の向上を図る

こと。 

④ 必要な指示は与えつつも，自ら考え，先を見据えた仕事ができるよう導くこと。

また，堅実な処理を求められる職場ではあるが，広い視野と柔軟な発想を持

つことを意識させること。 

⑤ 庁内，庁外を問わず会議，説明会等では，職員に発言の機会を与え，プレ

ゼンテーション能力，コミュニケーション能力，交渉力の強化を図ること。 

⑥ ハラスメントのない明るい職場を維持し，職員が生き生きと業務に取り組める

環境を確保すること。 

⑦ 地域と積極的にかかわりを持ち，国分寺市に対する愛着を育むこと。 


